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20世紀転換期ア メ リカ合衆国公 立学校 に おける

　学業 ・行動 ・健康問題に対する心理学者 の関与

一L．ウィ トマ ーに よる最初期の心理 ク リニ ッ ク を中心に 一

吉井　　涼

　本論文で は 、 20世紀転換期 の ア メ リカ合衆国公立 学校にお い て、学業 ・行動
・健康

に逸脱を示 す子 ど もに対 して 、 心理 ク リニ ッ ク を開設 し臨床 的対応 を行っ たL．ウ ィ ト

マ
ー （Lightner　Witmer　1867−1956）に焦点を当て、心理 ク リニ ッ ク開設の 背景、お よ

びそ の 初期の 実態 、 成果 と限界 を検討 した。彼は、心理学 を教育 の 分野 へ 応用す る こ

とを意図し、公立学校教員 の 相談 を直接の 出発点として心理 ク リ ニ ッ ク を開設す る 。

彼 は心理 ク リニ ッ クに お い て、診断だけで な く指導 を導入 し個別性を重視した対応 を

実施する 。 個別性が重視 され た背景に は、子 どもの もつ 欠陥の 要 因の 特定と適切な教

育制 度の 開発が可 能に なる とい う彼 の 信 念が あ っ た 。 初期の 心理 ク リ ニ ッ ク で は 、

個 々 の 子 ど もの 状態を多様な検査で 診断 し、 学校、医師、家庭 と連携 しなが ら試行的

な対応が実施され た。初期 の 心理 ク リニ ッ クで の 実践 は、統計的 ・数量 的評価 に依存

する革新主義の 時代に あ っ て 、高い 評価 を得た もの で はなか っ た 。

キー ・ワ ー ド ：L．ウ ィ トマ
ー

　　　　　　 合衆国

心理 ク リ ニ ッ ク　学業
・行動 ・健康の 逸脱　ア メ リカ

1．は じめに

　20世紀転換期の ア メ リカ合衆国 （以 下 ， ア メ

リカ）で は、就学義務の 強化、児童労働の制限、

怠学取締官の 配置 に よる就学の 督励 に加 え、 膨

大な数の新 移民の 流入 と都市人口 の 急激 な増加

な どに よ り、 学業 ・行動 ・健康に逸脱 を示す子

ど もの 問題が公 立学校 関係者 の 問で 初め て 認識

され る よ うに な る （Hoffman ，1975； Lazerson

匚1983］18；宮本，2005；下村 ，
1975）。

　ア メ リカ にお い て心理学者 が公立学校へ 関与

し始めるの は 、
こ の よ うな学校問題が顕在化 し

た時期で あ っ た 。 ク ラ ーク大学 （Clark　Univer −

sity ）初 代総長 G ．　S．ホ ール （G ．　Stanley　Hall

筑波大学大学 院 人 間 総 合科 学研 究科

日本学術振興会特別研究員

1844−1924）に端を発す る児 童研究運動 （child

study 　movement ）の 隆盛 に伴 い 、 教育 における

個 人差 が 重視 され 始 め （Doll ［1967］ 179；

Hollingworth 匚1933］ 369；松 岡 匚1982］360）、

心理学者は個 々 の 子 どもの 調査 と標準か ら逸脱

した子 ど もへ の 対応 を試みた 。

　臨床心理学 （Clinical　Psychology）の 祖 と し

て 知 られ るL ．ウ ィ トマ
ー （Lightner　Witrler

l867−1956） は 、 1896年に 自身の 勤務する ペ ン

シ ル ベ ニ ア大学 （University　of 　Pennsylvania）に

国内初 となる心 理 ク リニ ッ ク （Psychological

Clinic） を開設 した人物で ある 1）
。 彼 は 、通常

学校で要求 される学業 ・行動の 水準に つ い て い

かれな い 子 ど もや 、健康状態 に問題 を抱 える子

どもの もつ 個 別的 ニ ーズ に着 目し、公立学校教

員等の 学校 関係者、医師、子 どもの 家族等 か ら
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の相談を受 け、こ うした子 どもた ちへ の臨床的

対応 を試み た。 さら に彼 は 、 心理 ク リ ニ ッ ク で

の 成果 を前提 として 、 公立学校制度の 在 り方 に

つ い て も関心 を拡大 し て い っ た （中村
・
岡

［2009 ］　121）。

　 ア メ リカ の 心理 ク リニ ッ クは、1910年頃か ら

急速に拡大 し （Smith，
1914）、1930年頃には学校

教育や児童福祉 の 分野にお い て 主要な位置 を占

める よ うになる （Hollingworth，1933）。 そ のな か

に は 、ウ ィ トマ
ー

の 心理 ク リニ ッ ク を モ デ ル と

して 開設 さ れ た ク リ ニ ッ ク も複数存在 した  

そ れ ゆ え、ウ ィ トマ ーの 心理 ク リ ニ ッ クに つ い

て 、その 開設経緯 と実践 を明 らか にする こ とは、

ア メ リ カ 国内にお け る心理 ク リ ニ ッ ク の 実態 や

教育に果た した役割を解明す る うえで 前提 とな

る 、 きわ め て 重要 な研究課題で ある 。

　 しか し、ウ ィ トマ ーの 業績は 長 い 間研究上 の

関心 とは な らなか っ た （Gardner ［1968］719 ；

McReynolds ［1987］ 849）31
。 ウ ィ トマ

ー
に関す

る本格的な研究はO’
　Donnell （1979）に始ま り、

その 後心 理 ク リ ニ ッ ク 開設か ら100年 目に あた

る 1996年 に はAmerican　Psychologist誌第51巻 が

ウ ィ トマ
ー
特集を組み、また翌97年に はウ ィ ト

マ
ー

に 関す る伝記が 出版 され た （McReynolds ，

1997）。 近年 、 ウ ィ トマ
ー

に は心理学の 立場か

ら少 しず つ 光が 当て られ る よ うに なっ て きて お

り　（Jones，2002 ；McReynolds，1997；O
’
　Donnell，

1979；Richards ，1988 な ど）、彼の 思 想や 実践 に

研 究上 の 関心が向け られ て い る 。 しか し、彼 の

主たる事業の ひ とつ であ っ た心理 クリニ ッ クに

つ い て は、い くつ か の研究 に ご く部分的な言 及

が み られ る だ けで 、 詳細 な分析は未だ行われ て

い な い 。 さらに、ウ ィ トマ
ー

の 心理 ク リニ ッ ク

は公立学校 と深い 関わ りを持っ て い た こ とが指

摘 されて い る もの の （Baker，
1988；Fagan，1992；

Levine＆ Levine
，
1970；Sarason，　2001）、 その 関係

の 詳細に つ い て も不明で ある 。

　そ こ で 本研究で は 、 20世紀転換期を対象時期

とし、ウ ィ トマ
ーが何 ゆ えに通常学校 に在籍す

る 学業 ・行動 ・健康に逸脱 を示す子 ど もに関心

をもっ たの か、い か なる理 由か ら彼ら の 対応 の

場 として心理 ク リニ ッ ク を開設したの か、また

彼 らに対する初期の 対応は ど の よ うなもの で あ

っ たの か を解明す るこ とを目的 とする 。

　主 な資料として 、ウ ィ トマ
ー

の 著書 ・論文お

よ び心理 ク リニ ッ ク 関係資料 に加え 、 当時 の 公

立 学校 の 実態を把握す る た め に フ ィ ラデ ル フ ィ

ア 教育委員会年次報告書 を用 い て分析 を行 う。

　 なお、本研究 は歴史研究で あ り、用語は当時

の 表現 を用い る 。

1 ．L．ウ ィ トマ
ー

に よ る心理 ク リ ニ ッ クの 開

　設 と臨床的方法の開始

　 1．ウィ トマ ーの経歴 と心理 クリニ ッ ク開設

　　の 経緯

　　（1） ウ ィ トマ
ー

の 経歴 ： L．ウ ィ トマ ー

（Lightner　Witmer　1867．1956）は 、
ペ ン シ ル ベ ニ

ア 州 フ ィ ラ デ ル フ ィ ア 市で 出生 した 。 父 親は薬

剤師で あ り、 ウ ィ トマ
ーの 弟は父 親と同 じ薬学

を 、 妹 は医学 を専攻 して い る が、こ うした 医療

分野 と の 日常 的な関わ りは、ウ ィ トマ ーの 心理

学 に対す る思想や 心理 ク リニ ッ ク で の 実践 に重

要 な影響を及ぼ した と考 えられる （ウ ィ トマ
ー

の 詳し い 経歴 に つ い て は McReynolds ，1997参

照 ）。

　ウ ィ トマ
ーは、ペ ン シ ル ベ ニ ア大学卒業後、

1888年 の 秋か ら、フ ィ ラデ ル フ ィ ア 市内の 私立

中等学校 ラ グ ビ ー ・ア カ デ ミー （Ragby 　Acade −

my ） で 教員 と し て 勤務 す る が 、 こ こ で彼 は 、

作文 に困難 を示すひ とりの 生徒 と出会うこ とと

なる 。 ウ ィ トマ ーに よれ ば 、 その 生徒 の 作文 に

は、正 確な文章 がほ と ん ど存在 しなか っ た
4 ）

。

ウ ィ トマ ーは生徒 が 、 時計の針の音の よ うな僅

か な音 を聞き取 る こ とは で きる に も関わ らず 、

“
grasp

”

と
“
grasped

”
の よ うな音に対す る 弁別

は困難であ る こ とを発見する 。 ウ ィ トマ
ーは彼

の 状態 を言 語性聾 （verbal 　deafness） と呼び、

3歳か ら 4 歳用の 初歩的な発音訓練か ら開始 し

て 、単語 を聴 く訓練 、 さらに文字や 単語 レベ ル

の 指導を行っ た結果、彼の 作文能力は顕著に改

善 し、
ペ ン シ ル ベ ニ ア大学へ 入学で きる まで に

改善 した とい う （Witmer ［1907a］3）。
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　 しか しその 後、大学生 に なっ て い た生徒 と再

会 した ウ ィ トマ
ー

は、結局、彼の 欠陥が 克服 さ

れない ままで あ っ た こ とを悟 る 。 こ の 事実 は 、

ウ ィ トマ
ー

に とっ て 大 きな衝撃で あ っ た 。 彼 は

その 生 徒が 自身の 欠陥ゆえに どれ だけ多 くの も

の を喪失 したか を痛感 した が、と りわ けウ ィ ト

マ
ーが問題視 した の は 、 医師で ある こ の 生 徒の

父親の 責任 であ っ た 。 なぜ なら 、 生 徒の 言語学

習上 の 困難の主因は 2 歳の ときの 頭部の 損傷 に

あ っ たか らである。 もし、父 親が 早い 時期 に適

切 な対応を試み て い れ ば、彼の 欠陥は克服 され

て い たはずで あ り、 医師こ そは、脳の 損傷には

学業 の遅 れ （retardation ） を引 き起 こす可能性

があ る こ と 、 それ ゆ え特別な指導が必要で ある

こ とをもっ と も強 く認識すべ き立 場にあ る とい

うの が ウ ィ トマ
ーの 考えだ っ たの で ある （Wlt−

mer ［1907a］3）。

　　（2）心理 ク リ ニ ッ ク 開設 の 経緯 ：ラ グ ビ

ー ・
ア カ デ ミーで の 経験 に よ っ て ウ ィ トマ

ー

は、早期発見 と早期訓練の 重要性に加え、それ

らを実現する うえで心理学が果た すべ き役割を

痛感する 。 1889年秋、ペ ン シ ル ベ ニ ア 大学大学

院に入学 した彼は、翌年 6 月に ラ グビー ・ア カ

デ ミーを退職 し、実験心理学 の 権威で あ っ た 同

大学教授 J．M ．キャ ッ テ ル （James　McKeen 　Cat−

tell　l860 −1944） の 助 手 とな る （McReynolds

［1997］34）5〕
。 その 後、ラ イプチ ヒ 大学 （Uni−

versitat 　Leipzig） に留学 し、国際社 会に お け る

実 験 心 理 学 の ca　一人 者 で あ っ た W ．ヴ ン ト

（Willhelm　Wundt 　1832−1920）の もとで博士の 学

位 を取得 した彼 は、1892年にキ ャ ッ テ ル の 後継

者 として ペ ン シ ル ベ ニ ア 大学 の 教員に着任 した

（McReynolds ［1997］ 36−37
，
51−52）。

　こ の よ うに、キ ャ ッ テ ル やヴ ン トの 影響を通

じて 、 実験心理 学を自らの 学 問的基礎 と し、人

間の 個人差へ と関心 を深め て い た ウ ィ トマ ーで

あ っ たが 、 彼は 1894年に ペ ン シル ベ ニ ア大学心

理 学部の 新た な講座 と して 、児童心理学研究 セ

ミ ナ ーを開講 して い る （Catalogue　ofthe 　Univer−

sity　of 　Pennsylvania： CUP ，1894−1895＞。　さ らに 、

1896年 2 月には、フ ィ ラデ ル フ ィ ア 市の 教育ク

ラブ （Educational　Club）で 開催 した 「教員 に対

する心理 学指導」 と題する講演を通 じて （W1 レ

mer ［1896a］153）、徐 々 に子 ど もの 問題 へ の 関

心 を具体化す る と と もに 、 公立 学校関係者や教

員との 関係 を構築 して い く。

　教育クラ ブで ウ ィ トマ
ーは、学校教員に価値

ある心理 学 として、遺伝 と関連 した知 的特徴 、

身体的状態 と知的発達の 関連、社会的環境、生

理学的心理学 などに つ い て 講演 して お り （Wit −

mer 匚1896a］159−161）、心理学を行政 や教員、

親へ 応 用す る こ と を 求め 、遺伝や 環境、身体

的 ・知 的発達 の 理解 の 重要性 を説い たホ ール と

共通性が 見られ る （Fagan ［1992］238）。 ウ イ

トマ
ー 自身 もホ

ー
ル が 創刊 した心 理 学雑 誌

（Journal　of　Psychology） と教育学研究誌 （Peda−

gogical　Seminary＞ に 影響 を受けた と回顧 して い

る （Witmer ［1896a］ 160）。

　 ウ ィ トマ
ー

に と っ て 、 心理 ク リニ ッ クの 開設

に 結び つ く直接的な契機 となっ たの は 、
ペ ン シ

ル ベ ニ ア大学が 1893−94年度よ り開設した公 立

学校 教 員 を対 象 とす る 公 開 講 座 で あ っ た 。

1894−95年度以 来、心理 学講座の 講師 を担 当す

る こ ととなっ たウ ィ トマ ーは、1896年 3 月 、 受

講生の ひ とりで あ っ た公立学校教員M ．T．マ ク

ガ イ ア （Margaret　T，　Maguire）か ら綴字 に誤 り

を示す 14歳 の 男子生徒の 指導に つ い て 相談 を受

ける 。
マ ク ガ イ ア に よる こ の 相談が 、 ウ ィ トマ

ー
の 人生 を大 きく転換させ る画期 となっ た こ と

は、後年 、 こ の 生徒 へ の 指導の 開始 を以 っ て 心

理 ク リ ニ ッ ク の 開設 と位置づ けて い る こ とか ら

も明 らか で ある 。 心理 学者が 心理学 の 有用性 を

社会 に示す こ とを 目指 して い た時代 にお い て

（Brown ［1992］36）、学業 に遅れ の ある子 ど も

に対す る指導経験 をもつ ウ ィ トマ
ーが 、 公立学

校教員か らの 相談 を受け 入 れた こ とは自然 な結

果で あ っ た とい える 。

　 （3）心理 ク リ ニ ッ ク 最初の 事例に み る公立

学校教員との 連携 ：担任教員か ら の 相談を受け

た ウ ィ トマ
ー

は、男子生徒が在籍す る公立学校

お よび 彼の 担任教員で ある マ ク ガ イ ア と連携

し、お よそ 1年間にわた っ て継続的な指導を実
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施した 。

一
連の 指導は、多岐に わた る検査 を通

じて の 子 ど もの 状態の 把握 に始ま り、 医師 と の

協力 、 指導終了後の フ ォ ロ ー
ア ッ プの 実施な ど、

後年 の 方法論 に連 なる内容 を含 んで い た 。

　相談時、男子生徒に は 正規 の 学年か ら 3年の

遅れ fi｝
が み られ た 。 ウ ィ トマ

ー
は彼に対 し、担

任教員の主訴で あ っ た綴字に加え、読み、書き、

記憶の 検査を実施 した ほか 、 学校で の 成績や様

子 に 関 して 教員か らの 聞き取 りなどを実施 した

（Witmer ［1907c］ 55）。 担任 教員の 報告か ら、

ウ ィ トマ
ー

は、彼 の 綴 字 と読み の 欠陥 （defi−

ciency ）は学校で の 不十分な指導に 原因が ある

との 推測に至 っ た （Witmer ［1907c］56）。 そこ

で、当初は ウ ィ トマ
ーの 助言に 基づ き、 在籍す

る公立学校 内で の 指導が試み られた 。 しか し、

担任教員の 時間的制約 の ため 、同年の 秋以降は

毎週 1回、男子生徒が心理 ク リニ ッ ク を定期的

に訪 問し 、 ウ ィ トマ
ー

自身に よ っ て 綴字 と読み

の 指導を行うとい う方法に変更 され た （Witmer

［1907c］56）。 心理ク リニ ッ クで の 指導に加え 、

担任教 員に よ る 日常 的な学校で の 教育に よ り、

お よそ 1年後 には男子生徒 には綴字 と読み 能力

に 顕 著 な 改 善 が み られ た と い う （Witmer

［1907c］56−60）。 さらに、指導の過程にお い て

ウ ィ トマ ー
は 、 男子 生徒に複視の 問題が ある こ

と を発見 し、医師に よ っ て 眼鏡が 処方 された 。

も っ とも、こ の 問題 は結局、眼鏡の 処方で は解

決 しなか っ た 。 男子生徒へ の 指導は約 1 年で終

了 したが 、半年ほ ど経 っ て ウ ィ トマ
ーの もとを

訪れ た男子生徒 は 、 眼鏡 をか けて も眼が よ くな

らない と不満 を訴えた 。 検査 の 結果、深刻な問

題が発見 された男子生徒 の 視覚は、手術 に よ っ

て 多少改善 し、男子生徒はそ の 後落第す る こ と

な く、 グ ラ マ
ー

ス ク ール を卒 業 した と い う

（Witmer ［1907c］60．61）。

　男子生徒 に対する指導経験 を通 じて ウ ィ トマ

ーは 、 か つ て の 彼に とっ て の 学問的基礎で あ っ

た実験心理学か ら大 き く転換 し て い く認識 を得

る こ ととなる 。 すなわ ち 、精神薄弱や盲 の よ う

な明 白な 障害は認め られ ない に もかかわ らず 、

学習 に遅れ や困難を示す子 どもに対 して 、 その

原因を特定し、問題 の解決に結び つ く手段 とし

て 、 ひ と りひ と りの 子 ど もに対す る個別的な研

究 と特 別 な指導 を構想 したの で あ る （Witmer

［1907c］ 62）7 ）
。 さ らに 同年に は前述 の 男子生

徒に加え、綴字の 誤 りや全般的な遅滞な ど の 問

題 をもつ 数名の 子 どもも心理 ク リニ ッ ク で 相談

を 受け、毎週
一

定時 間 の 指 導 を 行 っ て い た

（Witmer ［1907a］4）。

　 2．心理 ク ■丿ニ ッ クの 実態と初期の運営方針

　 （1）心理 ク リ ニ ッ ク の 目的 と想定された対

象 ：開設初期の 心理 ク リ ニ ッ ク の 目的 は 、 個々

の 事例の 注意深 い 研究 をす る こ と、お よび徹底

した検査 に基づ い て、各個人が 必要 とする指導

を提案す る こ とであ っ た （Witmer ［1896c］464）。

心理 ク リ ニ ッ ク の 対象は 、 「些細 な身体的 ・
精

神的 ・道徳的欠陥 （deficiencies）が あるが 、特

別 な施設で の 介入 を必 要 と しな い 、もし くは親

た ちがそれを拒 む子 どもた ち」で あ っ た （Wit−

mer ［1896c］464）。 具体的に は 、 聴力 、視力、

言語に 困難が ある子 ど も、 学業不振児、記憶や

注意が 欠陥的で あ る子 ども、 そ して単なる神経

質さ、落ち着 きの 欠如、未成熟な性質が不道徳

な状態 に なる こ とを防 ぐた め に個別的注意を必

要 とす る規律 に問題 の ある子 どもが想定されて

い た 。 加えて 、「生 まれつ き悪 い 綴字の 子 ども、

1 つ の 科目 の み 学業不振 な子 ども、 早熟 、 知的

能力の 発達を 阻害す るほ ど の 自意識が強 い 、も

しくは 内向的な子 ど も」 （Witmer ［1896c］464）

が 挙げ られて お り、盲や聾、精神薄弱の よ うに

明確 な障害がみ られ る子どもは、心理 ク リニ ッ

ク の 対象で は なか っ た 。

　 そ れ で は実際 に心理 ク リニ ッ クに はどの くら

い の 子 どもが 来談し て い た の だ ろ うか 。 心理 ク

リニ ッ ク の 来談児数から、ウ ィ トマ
ーが開設初

期にお い て 何 を意図 して 心理 ク リ ニ ッ クを運営

して い たの かが分 か る 。 Table　l は、心 理 ク リ

ニ ッ クが 開設され た 1896年か ら1907年 まで の 12

年間に、来談 した子 どもの 数 を年度別に示 した

もの で ある。1906年まで の 来談児数が 、1907年

と比較 して少 な い こ とが 分か る S ）
。

　 （2） ウ ィ トマ ーに お ける理論的基 盤の 欠如
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Table　1　 1896年か ら1907年 まで の 来談児数

年

事例数

18962418971418987189971900019013190241903111904111905819064190775

出典） McReynolds ［1997］ll7

に よる初期心理 ク リニ ッ ク の 来談児の 制限 ：心

理 ク リニ ッ ク開設初期 にお い て 来談児が少ない

理由に は、多 くの 事例を満足 に扱 うための 手段

がな い と考える ウ ィ トマ
ー

が、まずは少数の 事

例 を通 じた数年の 経験 と集 中的 な研究が 必要 と

考えて い た こ とが あ っ た （Witmer ［1907a］5−6）。

彼 は 、 自身を導 く理論的基盤 の 欠如 に よ っ て 、

実践 しなが ら自ら の 方法論を試 し て い くしかな

か っ た と述 べ て い る （Witmer ［1907a ］4）9）。

初期の 心理 ク リニ ッ クに お い て、精神薄弱児が

その 対象に 含 まれ て い な い こ とは既述の とお り

であ るが 、 実際に は来談 して お り、 彼 らに対し

診断と指導が試み られ て い た 1°｝
。 その 理由には 、

こ うした 自身の 方法論に 関わる現実的な制約が

あ っ た と考えられる 。 と い うの も、1896年に ウ

ィ トマ
ーは 、 欠陥児 （defective）に つ い て も 、

正常児 よ りも良 い 調査対象 とな りうる として 、

その 研 究対象 と して の 可 能性 を示唆 し て い る

（Witmer ［1896c］463）。 欠陥児の 知的状態と身

体的状態 に 関す る知識を得る こ とで 、 正常 と異

常 の 狭間に 位置す る子 どもの 理解や指導方法の

開発 に 繋が る と、ウ ィ トマ ーは 考 えて お り

（W ｛tmer ［1896b］ 394； ［1896c］ 463）、彼は実

際 に 相談心 理学者 として ペ ン シ ル ベ ニ ア 州 エ ル

ゥ ィ ン 精神薄弱者施設 （Pennsylvania 　Training

School　for　Feeble−Minded　Children） に関わ っ た

（McReynolds ［1997］123）。 学生 の 訓練 にお い

て も、
ペ ン シ ル ベ ニ ア州内の 精神薄弱者施設や

盲学校、聾学校 へ の 訪 問と調査 ・研究が 重要で

ある と彼は指摘 した （Witmer ［1896c］463）。

　さ らに、初期 にお い て来談児が少数に限定さ

れ て い た背景として、学生の 育成に 重点を置 い

た こ とが 挙げ られ る 。 学生 を獲得 し科学的方法

を訓練す る こ とで 、心理 ク リ ニ ッ ク の 発展 と心

理学の 科学 と して の 確立 を 目指 して い た （Wit −

mer 匚1907a］6； ［1915b］549−550）。

　 ウ ィ トマ
ー

は、心理 ク リニ ッ ク の 開設か ら11

年を経た1907年に 「過去 10年間の ペ ン シ ル ベ ニ

ァ 大学 に お け る心理学 実験室 の 活動の 大部 分

は 、 児童心理学 、 特 に臨床的方法に関する学生

の 訓練に捧げられ た」（Witmer ［1907a］ 7） と

振 り返 っ て い る 。 彼は、心理 ク リ ニ ッ クの 開設

以降 、 実際的な活動や独自の 調査 の 方法を学生

に習得 させ る教育課程 として ペ ン シ ル ベ ニ ァ 大

学内に心理学課程 を整備 して い く。 そ こで は 、

心理学 を専攻す る大学生 、 大学院生 に加 え 、 教

員 、 医師 、 さらには ソ
ー

シ ャ ル ワ
ー

カ
ーまで 幅

広 い 受 講者 をその 対象 と して想 定され た （Wit−

mer 匚1907b］27）。

　人材育成 を重視した背景には、適切 な訓練が

実施され て い な い こ とに 対する ウ ィ トマ
ーの 危

惧があ っ た （Witmer ［1907a］7）。 「学校の 教室 、

少年裁判所 、 道路」 を 「心理学実験室」と み な

し、科学的研究 を可能に する多くの デ
ー

タが存

在する と考えて い た彼は 、 適切 な訓練の欠如 に

よ っ て、科学的研究の た め の 価値 あるデ
ー

タ の

放棄に繋が る と指摘 した （Witmer ［1907a］ 7）。

詳細 は後述す るが、科学として の 心理学の 確立

は 、 ウ ィ トマ ーに限 らず当時の 心理学者の 関心

の 中心で あ っ た 。

　すなわ ち、ウ ィ トマ ーの心理 ク リ ニ ッ クは 、

開設時か ら既 に明確 な方法論を持 っ て い た わけ

で はな く、実際の 子 どもと の 関 わ りの 中か ら、

一
人
一人の 子どもの 状態 を把握す るた め の 診断

方法、個 々 の 子 どもに合 っ た指導方法 、 そ して

診断や 指導に携わ る後継者の 育成方法 を確立 し

て い っ た 。

　 3．心理 クリニ ッ クの 来談児の 実態 と指導の

　　導入

　 （1）ケ
ー

ス レ コ ー
ドか ら み る 心理 ク リ ニ ッ

ク の 診断内容 ・方法 ：それで は、心理 クリニ ッ

ク に は実際に ど の ような子どもが 来談 し、 い か
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吉井 　　涼

なる診断 ・指導を実施 して い た の か をケ
ー

ス レ

コ ー ド （Case　Record） か ら見 て い く。 ケース

レ コ ー ドは 、 オハ イオ州の ア ク ロ ン大学心理学

史資料室 （Archives　for　the　History　of　American

Psychology
，
　Akron　University

，
1965年設立） に マ

イク ロ フ ィ ル ム 形式で 保存され て お り、心理 ク

リニ ッ クが開設 された 1896年か ら継続的に、来

談児の 性別 、 年齢 、 依頼者 、 状態 、 診断過程 と

担 当 医、指 導 過 程 な ど が 記 録 さ れ て い る

（Levine ＆ Wishner 匚1977］60）。 手書 きと タ イ

プに よ っ て 記録され、保存状態が悪 く判読不可

能な もの も散見 された 。 1896年か ら1906年まで

の ウ ィ トマ
ー

に よる著書は少 な く、こ の 時期の

彼の 理念お よび心理 ク リニ ッ ク の 実態 を把握す

るた め に不可欠 な資料で ある 。 こ の 時期 、 ケ
ー

ス レ コ ー ド は 全 部 で 93 件 見 ら れ た が

（McR 。ynolds ［1997］ 117）、 1 ペ ージ の もの も

あれ ば 数十 ペ ージ に 渡 る もの まで 様 々 で あ っ

た 。

　心理 ク リニ ッ クで の 診 断期 間 と介入頻度 は 、

不明 なもの が多 く、最初の 検査結果の み の 記載

で 終わ っ て い る ケース や 、約 1 年半 に 及ぶ 介入

の記録が 記載され たケース （Case　Record，0056）

も見 ら れ た 。 た と えば 、 1902 年 に学業不振

（backward）や怠惰 （truancy ） の 子 どもを対象

と して 開設 された特殊学校か ら連れ て こ られ た

10歳か ll歳の 男子生徒 は、1903年 1 月に最初の

検査 が実施 され、観察者は不明で ある が 、 同年

6 月半ばまで学校で の 様子が ほぼ毎 日観察 され

て い た （Case　Record，
0063）。

　 それで は、初期の 心理 ク リ ニ ッ クで実際 に試

み られ た診断内容
・
方法は具体的に どの よ うな

もの だ っ た の で あろ うか 。 心理学者に よる基本

的な検査方法が確立 されて い な い 時代にお い て

（McReyn 。lds ［1997］ 83）、こ の 時期 の 診断に

は 、多種 多様な検査が用 い られ て い た。具体的

に あげ る と、家族や 教員か らの 聞 き取 りに よる

子 ど もの 生 育歴や学校 で の 様子 ・成績の 調査 、

視覚や 聴覚 な どの 身体的状態の 検査、そ して読

み ・書き ・計算 ・色の 検査な どで ある 。 心理 ク

リ ニ ッ ク内で の 検査に加 えて 、 来談児 が在籍す

る学校で の 行動観察が行 われた事例 もい くつ か

見 られた （Case　Records，　0063；0073）。1897年に

来談 した ケ
ー

ス 番号0037の 来談児 に対 し、 ウ ィ

トマ ーが 使用 した 6 枚 の 検 査 用 紙 の 内容 を

Table　2 に 示す 1L）

。

　 （2）心理 ク リ ニ ッ ク にお け る指導 の 導入 と

その 実態 ：1896年か ら1906年の 間の ケ ース レ コ

ー ドの 93件中、判読可能な 54件の 記録 か ら 、 こ

の 時期の 来談児は 、 3R ’
s など の 学業上 の 問題 、

記憶力の 問題 、 怠惰 ・神経質 ・不活発 ・盗癖
・

喧嘩好きなど の 道徳上 の 問題、視覚や聴覚お よ

び ア デ ノ イ ドや扁桃腺肥大 とい っ た身体上 の 問

題、そ して言語 の 問題 な ど、きわめ て 多岐に 及

ぶ 問題を示 して い たこ とが わか る 。

　こ うした来談児に対し、心 理 ク リニ ッ ク で は 、

家庭 指導、医師や教 員 との 連携 、 生活環境の 改

善、実際的経験の 重 視 、 職業指導な どが 、個 々

Table　2 心 理 ク リニ ッ ク に お ける検査内容

項　目 内　　　 　 容

基礎的情報
名前 ， 住所 ，来談 日 ・時間，誕 生 日，教育歴 ， 病歴 ， 生育歴 ， 爪や 歯などの 外

見的特徴，両親の 職業 ・
出生地 ・誕生 日 ・死因な ど

身体的状態
健康状態，身長，体重 ， 表情 ， 皮膚の 色，顔色 ，髪質，眼

・
耳

・鼻 ・
口 ・喉 の

様子 ， 姿勢，非対称性などの 特徴 の 有無など

行動の 様子
歩 き方，利 き手，異常な動作 の 有無 ， 呼吸 ， 言語 ・読み ・書 きの状態，指示 に

対す る 応答性 など

知的発達 の 程度
性格，気質 ， 道徳，観察力，記憶力，幻覚な どの 宥無，異性に 対す る 態度 ， 1司

年齢の子 どもとの 比較な ど

出典 ）Case　Records【1897】0037
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の 状態 に合わせて 試行的 に実施 されて い た 。 依

頼者が 明 らか なもの は判読可 能な 54件中29件で

あ り、 その なかで 学校関係者が 19件 と半数以 上

を占め て い た 。 そ の他に医療
・保育関係者が 7

件 、 親が 2 件 、
セ ツ ル メ ン トハ ウ ス が 1件見 ら

れた 。 学校関係者の なかで も、特殊学校関係者

は 1899 年 の 特殊 学校 開設 に伴 い 、 7 件見 られ

た 。

　心理学者の主 た る役割が 心理 ・教育検査 に限

定 され て い た 時代 に お い て （Fagan ＆ Wise

［1994］32）、診断の み に とどま らず実際の 指導

を実施した点に ウ ィ トマ
ーの 独 自性が ある と い

える 。 しか し、来談児の状態は学業不振 や非行

など の 共通項 は持 っ て い た が、そ の 要 因や詳細

な症状 に つ い て は様 々 で あ り、特定の状態像へ

の 明確なアプ ロ
ー

チ は未解 明で あ っ た 。 初期の

心理 ク リニ ッ クで は 、来談児の 多くが視聴覚の

欠陥、アデ ノ イ ド、扁桃腺肥大 などの 身体 的欠

陥を持 っ て い たため （Case　Record
，
0021；0040；

0043；0070；0072；0073な と
“
）、 対 応は 、 ウ ィ ト

マ
ー

に よ る 医 師 へ の 委 託 が 多 い が （Jones

匚2002］54）、 具体的な指導内容 ・方法 に つ い て 、

ケ
ース レ コ ー ドを用 い て見て い く。

　ケ
ー

ス 番号 0074は 、16歳で ク レ チ ン病 の 重度

の 痴愚の 女子で あ り、ウィ トマ ーに よ る家庭 へ

の 介入 ・指導の 重視を示す好事例 で ある。 彼女

は、10年間学校 に出席する も、第 3 学年で 学校

を辞めて お り、 第 1学年の 全 て の 学業を達成す

る こ と さえで きなか っ た。彼女 は無頓着で 怠惰

で あ り、母親は毎 日彼女の 髪を とか し、 服 を着

せ て い た 。 彼女 は 家事 に 関心 を示 さず、多 くの

時 間を家の外で 過 ご して い た 。 彼女に は 自分 自

身 を世話 し、家事をする能力が ある と考えたウ

ィ トマ ーは、母親に対 し、毎 日
一

定量の 家事を

や らせ るこ と 、 自分で着替えない 限 り外 出 させ

な い こ と、自分で 食事を用 意 しない 限 り食事 さ

せ な い こ とを指 示 した （Case　Record ［1904］

0074）。 また 、 吃音 の ある 男子 の 母親に対 して

は 、 心理 ク リニ ッ ク で 実施した指導 と同様 の 内

容を 、 1 日に 数回 、家 で も行 うよ う指示 した

（Case　Record ［1903］0064）。

　ウ ィ トマ ーは家庭だけで な く、子 どもを取 り

巻 く環境 の 改善を重視 して い た 。 1905年 3 月に

来談 した言語欠陥 と偏食傾向があ る 9歳の 男児

の 場合 、 診断の 結果 、 彼の 欠陥の 原 因が ア デ ノ

イ ドと栄養失調 に あ る と ウ ィ トマ
ー

は考えた。

そこ で彼 は、医師 へ の 委託に加 え、 医師に対 し

て、適切 な薬 、 食事 、 入浴 、 運動 を実施 させ る

よ う指示 してお り （Case　Record ［ユ905］ 0087）、

医学的治療 の み な らず、日常生活に も重点 を置

い て い た。

　また、理論的基盤の 確立 して い なか っ た ウ ィ

トマ
ー

の 指導方法は、精神薄弱教育の 先駆 者で

ある EO ．セ ガ ン （Edouard　Onezime　Seguin） を

参考 に して い た と考えられ る 。 言語欠陥の ある

男子 に対す る指導で彼は、毎週 3 回 、時に は 1

時間以 上 、 公 園を歩 き、歌い 、遊ん で 過 ご し、

また手工活動 を重視 した 。 その 背景 には、「感

覚は、物との実際の接触か ら来る」と い うウ ィ

トマ
ーの 考 えが あ り、言語 の 問題 に 関 して も

「最 初 に 経 験 」 が 必要 と 考 えて お り （Case

Record ［nd ］ 0041）、 彼の 教育実践 に は セ ガ ン

の 生理学的教育 と類似性が 見 られ る （ライス マ

ン 匚1982ユ44； トレ ン ト ［1997］88−91）。

　ウ ィ トマ
ーの 指導は 、 将来の 職業に つ い て も

考え られて い た こ とがケ
ース 番号0039の 男子か

らわか る 。 彼は 19歳で 、責任感が な く、知的能

力に制限が 見られ た。ウ ィ トマ
ーは 、その 男子

の ラ イ フ ワ
ーク を探す こ とを 目的に 、 彼に対 し、

ペ ン シル ベ ニ ア大学の 植物部門で の 仕事 を与 え

た （Case　Record ［1897］ 0039）。 職業指導に つ

い て ウ ィ トマ
ーは 、ラ グ ビー ・ア カ デ ミーで の

経験や 心理 ク リ ニ ッ クで の ケース に お い て 関心

を深め て お り、そ れは後 に職業指導に特化 した

ク リ ニ ッ ク の 開 設 に 至 る ほ どで あ っ た

（McR ．eynolds ［1997］ 205）。

　以 上 の よ うに 、 試行的にで は ある が、ウ ィ ト

マ ーは心理 ク リ ニ ッ ク 開設初期にお い て も、診

断だけ で な く個 々 の ニ ーズ に対応 した指導を実

施 して い た 。 こ の 時期の 指導方法は 、 心理 ク リ

ニ ッ ク の 来談児が 増加 し始め る 1907年以後 に お

い て も同様 に実 施 され て お り （Fagan ［1992］
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243）、少数の 事例に対する長期的で 個別的な指

導を通 じて 、 後年の 実践の 基盤 を確立 させ て い

っ た と い える だろ う。

皿．ウィ トマ ーに お ける公立学校問題 へ の 関心

　と実験心理学 か ら臨床心理学 へ の転換

　 1．心理 クリニ ッ ク対象児 に対する正 常な学

　　年へ の復帰の 期待

　 こ うした
一

連の 診断 ・指導経験 を経 て 、 ウ ィ

トマ ーは 、 心理 ク リニ ッ ク で の 研究 と指導によ

っ て 何 を意図す る よ うに な っ た の か 。 そ れ は 、

彼が どの よ うな来談児 を選択 したの か を分析す

る こ とに よ っ て 明 らか に なる 。 1900年代末頃の

ウ ィ トマ
ー

に は、来談児の 明確 な選択基準があ

り、 それは正常 と異常の 狭間に い る子 ど もで あ

っ た 。

　初期 に心理 ク リ ニ ッ クは精神 薄弱を対象 と し

て い なか っ たが 、 実際 には、ケ
ー

ス レ コ ードか

ら確 認で きたよ うに重度の 痴愚児に対す る指導

を試み て い る 。 しか し 、 1900年代末 には 、 彼の

関心か らも、心理 ク リニ ッ ク の 対象か らも、精

神薄弱等の 明確な障害の ある子 どもが 除外され

（Witmer ［1896c］ 464−465； ［1915a］3； ［1915b］

540）、 正常 と異常の 狭間に い る子 どもが 主 た る

対象 とな っ た 。 精神薄弱が除外 され た理 由の ひ

とつ に は 、 精神薄弱児や他の 欠陥児の 分野 には

既 に専 門家が存在 して い る こ とが あ っ た （Wit−

mer ［1915a］ 3）。

　それ では 、なぜ ウィ トマ
ーは、正常と異常の

狭間に い る子 ど もたちを対象 と した の だ ろ う

か 。 その 理 由と して 、以下 の 2 点が挙 げ られる 。

こ れ らか ら、ウ ィ トマ
ー

は心理 ク リニ ッ ク で の

個別的指導 に よる正常 な学年へ の 復帰 に加 え、

公立学校全般へ の 貢献を意図 して い たこ とが分

か る 。

　第
一

に 、 心理 ク リニ ッ クの 対象児に対す る正

常へ の 回復可 能性へ の 期待で ある 。 ウ ィ トマ ー

に よれば、彼 らの 学業不振の 原因は 、 器質的な

もの で はな く、 視覚や聴覚な ど の 身体的欠陥、

そ して環境 的要因にあ り、それ らは適切 な身体

的 ・
教育的指導に よ り正常 な状態 に回復 で きる

の で あ っ た （Witmer ［1910］124）。 精神薄弱児

は、治癒不能な脳の 欠陥に よる もの で 、 公立学

校教育の 対象外 で あ り、公立学校 へ 復帰不可能

で あ る と彼が 認識 して い た こ と も （Witmer

［1910］ 124； ［1917］228−229）、 彼 の 関心 を正

常な学年へ 回復可能な子 ど もに 向かわせ た要因

で あろ う。

　第二 に、心理 ク リ ニ ッ ク の 対象児の 適切 な理

解と分類の 困難 さが 、 公立学校問題の 原因で あ

る と考え る ウ ィ トマ ーの 認識があ り、個々 の 子

ど もの 理 解 か ら教育 制度 へ の 貢献が 確認 で き

る 。 学業不振 と精神 薄弱 の 分類の 失敗は、治癒

不能な精神薄弱児の多 くを、学業不振児と呼称

する結果 とな り、 都市公立 学校が直面 して い る

学業不振 とは何か とい う問題を複雑に して い る

と 、 ウ ィ トマ
ー

は 指摘 し て い る （Witmer

［1909b］124−125）。 彼は 、 進歩的な都市や州の

年次報告書に お い て 、遅滞の 問題 は 、 重要な位

置 を占め始め て い る と指摘 する 。 彼は、遅滞の

調査 と指導に よ っ て 、 子 どもは個別的な対応 を

得 られ 、 現在在籍す る場所よ り適した場所 を得

る こ とが で きる だけで な く、 公立学校 に在籍す

る全 て の 子 ど もに有益 な効果を持 つ こ とが で き

る と考えて い た （Witmer ［1910］ 130）。

　実際に心理 ク リニ ッ ク の 開設 され た フ ィ ラ デ

ル フ ィ ア 市の 公立学校で は 、 子 どもの 適切 な分

類が 大 きな課題 とな っ て い た 。 20世紀転換期の

同市で は、学業 ・行動 ・健康に逸脱を示す子 ど

もの 対策 として、特殊学校の 開設 ・増設に主た

る関心が あっ た （Annual　Report 　of 　the 　Board　of

Public　Education　School　District　of　Philadelphia：

AR ［1900］24）。 しか し、 1900年代末頃の教育

長報告にお い て は 、 「知 的特質を厳格に素早 く

分類す る こ とはで きない 」 （AR ［1907コ35）、

ある い は 「ど の 子 どもが特殊学校 に 出席すべ き

か 、 出席する べ きで な い か 明確 な規則 を発見で

きて い な い 」（AR ［1908］45） と指摘 されて い

た。

　 2．実験心理学か ら臨床心理学へ の転換 と臨

　　床的対応の重視

　 （1）教育分野へ の 心理学 の 応用の 手段 と し
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20世 紀 転 換 期 ア メ リ カ合 衆国 公 立 学 校に お け る 学業
・
行動

・
健康 問 題 に 対 す る 心 理 学者 の 関与

て の 心理 ク リニ ッ ク ：そ れ では、実験心理学か

ら出発 したウ ィ トマ
ーが 、 子 どもの 個別的 な問

題 に着 目した の は何ゆ えで あ っ た のか 。 さ らに、

教育の 分 野に関与 して い っ た背景 には何が あ っ

た の か 。

　20世紀転換期 の ア メ リ カ で は、ウ ィ トマ
ーに

限 らず、児童研究運動 の隆盛 に伴 い 、 心理学者

は教育問題 に着 目する ようにな っ て い た 。 ウ ィ

トマ
ー自身が 、 児童研究運動か ら影響を受けて

い た か は 明 らか で な い が 、彼 は ホ ール ］2〕 を 、

「正 常」児の 科学的研究の 祖 で あ り、科学的心

理学をア メ リカ に導入 し、 子 ど もの 精密で公正

な検査 に注 目させた人物 と して 高 く評価 して い

た （Witmer ［1896b］ 392−393； 匚1911a］ 246）Q

学問 と して 日の 浅い 心 理 学を科学として 確立 さ

せ ようとした当時の 心理学者は （Bro  ［1992］

36）、 そ の 手段 と して 教育分野 に 関与 し、心理

学の 教育分野へ の 応用 を目指 した （0
’Donnel1

［1985］152）。 ウ ィ トマ ーも同様に、教育分野

へ の 応用 を目指 した が 、 心理 学 に よ っ て 教育 の

分野 に貢献 す る た め の 具体 的方法 とい う点 で

は 、 ウ ィ トマ
ーは 主流 の 心理 学者とは異 なる立

場 を とる。こ の 時期、多 くの 心理学者は、生理

学、実験室で の 実験、そ して なに よ り量的な方

法を強調す る こ とで 、 新 しい 心理 学が真 に科学

的で ある こ とを示 そ うと した （Brown ［1992］

37）。

一
方、ウ ィ トマ

ーは個 別的 な対応 を強調

する臨床心理学 を提唱す る 。

　男子生徒 に 関する相談を通 じて 心理 ク リニ ッ

ク開設の き っ か けを提供 した公立学校教員の 指

摘 と相談は 、 ウ ィ トマ
ーを、心理学の 有用性 を

社会に示す とい う課題 に 直面 させ た 。 彼女は 、

相談 に際 しウ ィ トマ
ーに 対 し て 「心理学者は、

検査 を とお して 綴字 の 困難 の 要因を解明し、そ

の 改善や 治癒の ための 適切 な教育的 指導を提 言

で きるべ きで ある」 と述 べ た （Witmer ［1907a］

4）。 こ の 指摘に対 し、ウ ィ トマ ーは 「もし、心

理学が 自分や他 者に とっ て有益 な もの で ある な

らば、こ うした 遅滞児に かか わる教員 の 努力 を

援助 で きる はずで ある」 （Witmer 匚1907aコ4）

と い う考え に至 っ た 。

　 ウ ィ トマ
ーは 、 心理学 を先ん じて 応用す る必

要が あり、か つ 心理学の 価値が 最大 になる分野

は 、 教 育分野で ある と主 張 して い た （Witmer

［1915bコ549）。 その 理由に は、医療分野 と関わ

りの 深か っ た彼の 家庭環境か らくる経験が見 ら

れ る 。 彼は、教育の 分野 は広範に わたる うえに 、

現代におい て はその 範囲内に教育に 間接的 に関

わ る多 くの 科学が包括 され る よ うに な っ た と指

摘 した （Witmer ［1914］243）。こ うした教育 の

基礎を支 える科学 として の 心理学の 重要性を認

識 し て い た ウ ィ トマ
ー

は 、医学 の分野 にお い て

解剖学 、 生理学 、 病理学が果た して い る役割 に

なぞ らえ 、 これ らの 諸科学 と同様の 役割を、教

育の 分野にお い て果 たすの が心理学で ある と指

摘 する （Witmer ［1914］243）。医学 と同様に 、

教育もまたそ の 進歩 は基礎 を支える科学の 発展

を通 して 得 られ る もの で あ り、適切 な教育方法

を導 くために は心理学的基礎が必 要で ある と彼

は考えて い た （Witmer ［1915b］541）。 科学 に

は社会 へ の 直接的応用が 求め ら れ る と考える ウ

ィ トマ ーに とっ て、社会的貢献 が可能な医学 と

比較 した際 の 、心理学の 科学 と し て の 未発達 は

危惧す る と ころであ っ た （Witmer ［1911b］7）。

　 （2）公立学校 にお ける量的方法の 重視 とウ

ィ トマ ーの 認識 ：心理学者が 教育に 関与 し始め

た時期 に は、義務教育法の 施行に よ っ て 子 ども

と公 立 学校に対 す る社会 の 認識 の 変化が あ っ

た 。 19世紀末以 降、公立学校で は 、 義務教育法

に よ り以 前 な らば退学 して い た子 ど もが公的な

責任 とな っ た 。 さ らに、子ど もは 国の 財産で あ

る とい う認識が増すに つ れ、公立学校の 非効率

な 状 況が 指弾 される よ うに な っ た （Cremin

［1962］127−128）。 都市公立学校で は 、義務教

育法に加 え、工 業の 発展 に よ る 人口 の 増加 と新

移民の 流入 に よ り、施設 ・設備 と指導条件 は劣

悪 と な っ た （Lazerson ［1983 ］ 18−19； 宮本

［2005］20）。 こ うした状況に対 し、落第者や 退

学者の 実態 を指 摘す る報告が 発表され 始 める

（Woodward ［1896］ ll61−64； ［1901］1364−74）。

1900年代末 には 、 年齢 と学年を対照 させ た調査

が い くつ かの 都市の 教育委員会年次報告書に 見
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られ る よ うに な り （Comman ［1908］247）、同

種の 調査が専 門家の 間で も相次 い で 実施 され た

（Ayres，
1908；Falkner， 1909）。 公立学校 にお ける

学業不振児や落第児の 実態把握の 必要性は、ウ

ィ トマ ーの 心理 ク リニ ッ ク が開設 され た フ ィ ラ

デ ル フ ィ ア市にお い て も同様で あ っ た 。 フ ィ ラ

デ ル フ ィ ァ 市教育委員会で は 、 公立学校 に在籍

す る精神薄弱児や 、通常の 方法で は学習で きな

い 学業不振児 、 留年児の 実態調査 が実施 され 、

1900年の 教育委 員会年次報告書に結果が掲載 さ

れた （AR ［1900］23−24）。

　 ウ ィ トマ
ーも、量 的調査 の 必要性 は認識 して

お り、 実際 に、 都市公立学校 にお ける遅滞児の

数を決定す るため に、ニ ュ
ー

ジ ャ
ー

ジー州 カ ム

デ ン市教 育長 の J．E ．ブ ラ イ ア ン （Jamcs　E ．

Bryan）に調査 を依頼 した （Bryan ［ユ907］42；

Witmer ［1910］128）13〕
。 ウ ィ トマ

ーは 自身の 論

文内で 同調査 に言及 し 、 2 年以上 の 遅滞 を 「教

育 的遅 滞」 とす る ブ ラ イア ン の 定義に賛同 し、

ウ ィ トマ ーに よれ ば 、 こ の 定義が その 後 、 他都

市 に お け る遅 滞 の 統計 に採用 され て い っ た

（Witmer ［1910］ 128）。

　 しか しそ の
一

方で ウ ィ トマ
ーは、統計 的方法

は それ だけで は重 大な誤 りを生 じさせ やす い と

して、統計的方法は臨床的方法に基づ きなが ら

発 展 させ る必 要 が あ る と指 摘 し た （Witmer

［1908］　4；　匚1909b］　123）o

　 （3）臨床心理学提唱の背景と して の 実験心理

学の 限界と臨床的方法へ の 期待 ：それで は ウ ィ

トマ
ー

の 臨床心理学 とは い かなる もの で あっ た

の か 。 臨床心理学 の 萌芽は 、 1896年 12月の ア メ

リ カ心理学会 （American　Psychological　Associa−

tion： APA ）第 5 回大会で 彼が 提唱 した実用心

理学 （Practical　Psychology）に見る こ とが で き

る （Witmer ［1897］116）。 ウ ィ トマ
ーが実用心

理学 の 骨子 として 挙げた の は 、 以下 の 3点であ

っ た （Witmer ［1897］116）14｝
。

1 ．専 門的心理学者 、 医療従事者、そ して教

　 員に よ る 治療や教育へ の 心理 学的原則の

　 直接的応用

2 ．医学や教育の 実践 にお い て 人間が 直面す

　　る 問題 を解明 しうる、知 的状態 と知的過

　 程の 心 理 学的研究

3 ．医学生 や教員 に対 し、 それぞれの 専門性

　　に お い て 将来の 有用性 を保証する 心理学

　 指導課程の 提供

　 さ ら に ウ ィ トマ
ーは 、 実験 的訓練学校 （ex −

perimental　training　schoo1 ） と して 、以 下の 3 つ

の 機関の 設立 を求め た 。 すな わ ち、（a）専門的

な心理学的 ・教育学的介入 を必 要とする 子 ども

た ちの た め の 独立 した学校や家庭、（b）心理 ク

リニ ッ クや心理学的診療所、 （c）市の学校行政

の 管理下 で組織 され る特殊学校で ある （Witmer

［1897］　116−ll7）。

　 こ うした発表内容か らは後の 臨床心理 学 に連

な る 考え方が 見て 取 れ る （McReynolds 匚1997］

80）。 しか し 、 当時、こ の 発 表 に対し、APA 会

員 はあ まり反応を示 さな か っ た とい わ れて い る

（Collins［ユ931］5）。 なぜ ウ ィ トマ
ーの 発 表は

当時の 心理学者の 間で 、 あま り受け入 れ られな

か っ た の だ ろ うか 、 そ れ は、前述 した よ うに 、

当時の ア メ リ カ心理学の 主流 で あ っ た量的方法

と合致す る もの で は なか っ た点が 挙げ られ る 。

それに加 えて 、当時の 心 理 学者 たちが ウ ィ トマ

ーの 説に感嘆 した と して も 、 それを実行す るた

めに必要な訓練や経験 を持 っ て い なか っ た こ と

も要因の
一

つ と指摘 され て い る （ラ イス マ ン

［1982］　47）o

　実用心理学 の 提唱を経て、1907年に ウ ィ トマ

ーは 、 自身が こ れ まで実践 して きた心理学的手

法に対 し 、 臨床心理 学と い う新 た な用語 を提 起

した （Witmer 匚1907a］ 1）。 その 用語 か らも、

医学の 分野を強 く意識 した彼の 考え方がみ て と

れ る 。 彼 は 、 そ の 方 法 の 特徴 を示す意 図 で

“
Clinical

”
の 用語 を医学か ら借用 した 。 医学 に

お い て、従来の 哲学的 ・教訓的な方法か ら臨床

的方法 へ の 脱却に よ っ て 科学的基礎が確立 され

た と考 える ウ ィ トマ
ー

は、哲学 的思索 に 由来す

る心理学や実験 室で の 結果 をその まま教室 の 子

どもに応用す る心理 学に反対 した 。 医師が患者
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20世紀転換期 ア メ リ カ 合衆国公 立 学校 に お け る学業
・行 動 ・健 康 問題 に対す る心理 学者の 関与

の 治癒 （cure ） に向けて検査し治療 （treatment）

するの と同様に、臨床心理学者 は子 どもの 精神

的 ・身体的発達の 次の段階に 向けて検査 し 、 全

般的 ・特殊 な学 業の 遅れ （retardation ）が あ る

子 ど もへ の様 々 な教育的治療 （remedies ） を応

用する こ とで、そ の 原 因を発見する 。 こ れ に よ

っ て 、科学とい う名に値する と ウ ィ トマ ーは主

張 した （Witmer ［1907a］8−9）。

　こ の よ うに 、 公立学校 における学業不振児、

非行 、 大量 の 落第と留年、怠学の 全体像 を解明

する こ とが主流で あ り、 さ らに ア メ リ カ心理学

の 主流が実験的手法や 計量的手法にあ っ た時代

にお い て 、ウ ィ トマ
ーは個 に対応す る臨床的手

法に よ っ て、学業 ・行動 ・健康 に逸脱を示す子

どもの 問題 にア プ ロ
ー

チ して い くこ とに なる 。

それで は、ウ ィ トマ
ーが当時の 心理 学の 常道で

あ っ た実験心理学か ら、臨床心 理学 へ と転換 し

た背景 には何があ っ た の だろ うか 。

　第
一

に、ウ ィ トマ ーが 実験心理学 の 限界 を感

じて い た こ とが挙 げ られ る 。 1904年に、彼 は 、

反応時 間 、 動作の 割合 、 感覚量 の 測定な どの 精

神物理 学的 （psychophysical）検査に対 して 大

きな信頼 を示 しなが ら も、こ れ ら の 検査が 新 し

い 事実を与えない と彼は考えた 。 さらに、医師

が 診断目的で 身体的検査か ら状態を決定で きる

こ と と同 じ意味 にお い て 、心理 学者 は知的状態

を決定す るた め の 満足 い く方法 を持 っ て い ない

として 、 子 ど もの 知的状態の 測定が 困難で ある

と彼 は 指摘 した （McReynolds ［1997］122）。

医学と同様に 臨床的方法 に よ り科学 と して の基

礎を確立 させ よ うとする ウ ィ トマ
ーの 意図が 看

取で きる 。

　第二 に、個別の 研究 の 効果 に対す る期待が 挙

げ られ る 。 ウ ィ トマ
ーは 、学校教育 と比較 し、

臨床心理 学を説明 して い る 。 学校教育で は、第

一に集 団指導が重視され、学級内で の 個人差 は

考慮 され ない の に対 し、臨床心 理学 は 第
一

に

個々 の 子 どもを対象 と し、集団で はな く個 人に

指導するそ の方法に よ っ て 区別 され る （Witmer

［1907a］8；［1909b］　122； ［1911a］256）。　彼は、

個別性の 重視 を通 して 、子 ど もの 欠陥 （defi一

ciency ）の 要 因の 特定が可能に なる と考えて い

た （Witmer ［1907d］159）。 こ の こ とは 、 心理

ク リ ニ ッ ク開設 を導い た最初の 事例で ある男子

生徒 の 指導経験 にお い て も指摘 され て い る。さ

らに、彼に よ れ ば 、 個別の 研 究を実施する こ と

で 、人間 の 心 に関す る 知見が獲得 され、全て の

子 どもに適切 な教育 を与 えるとい う国家 と して

の 目的 を実行 しうる教育制度が開発 され 、 子 ど

もと親 へ の 貢献が可 能 に なる と い うの で あ り

（Witmer ［1896c］464； ［1911b］ 3）、 こ の こ と

か ら、個 々 の 子 どもの 理解か ら教育制度全般の

発展 も彼の 狙 い に含まれ て い たこ とが分か る 。

N ．おわ りに

　ウ ィ トマ
ー

に よる心理 ク リニ ッ クは公 立学校

教 員か ら の 直接 の 相談に よ っ て 開設され 、そ の

後、毎年相談を受け、診断だけで な く指導を導

入 し、通常学校 に 在籍す る学業
・行動 ・健康 に

逸脱を示す子 どもへ の 対応 を試み た 。 初期の 心

理 ク リ ニ ッ クの研究 と指導 におい て は、ウ ィ ト

マ
ー自身の 経験 と知識が 不足 して い たこ と、そ

して 人材育成 に重点 を置い て い た こ とか ら、来

談児 を少数に制限 し、個別性 を重視した研究 と

指導、学生 や教 員等の 訓練が実施 された 。 個別

性を重視 した背 景に は、個別的研 究に よ っ て 子

どもの もつ 欠陥の 要因 の 特定と適切 な教育制度

の 開発が 可能 になる と い う、彼の 経験 に由来す

る信念が あ っ た 。

　正 常へ の 回復可能性 へ の 期待 と公立学校へ の

貢献 とい う背景か ら 、 正常 と異常 の 狭間に位置

する子 どもを主 た る対象に し、心理 ク リニ ッ ク

で は子 ど もの 生 育歴 、身体的特徴 の 調査 、 学校

内外で の 行動 の 観 察を用 い て 、対応 を試み た 。

その 内容は、家庭指導 、 医師や 教員との 連携 、

生 活環境 の 改善、実際的経験の 重視、職業指導

等が試行的に実施され て お り、 後年の 心理 ク リ

ニ ッ ク の 基盤が こ こ で構築さ れ た とい える。

　ウ ィ トマ
ー

に よる心理 ク リニ ッ クは、1907年

に 寄付金 を得 た こ と に よ っ て、彼の 念願で あ っ

た 雑誌 「心理 ク リ ニ ッ ク誌 （The　Psychological

Clinic）」の 創刊 と寄宿 制学校の 開設が可能に な
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っ た （McReynolds ［1997］ 124−126；Witmer

［1907e］139）。 また心理 クリ ニ ッ クは 1909年に、

ペ ン シ ル ベ ニ ア大学学長に認め られ、大学の 附

属機関へ と発展 し、職員体制が 整えられ （Wit−

mer ［1909a］102）、 その 後の 基盤が構築され た 。

開設か ら10年 ほ ど の 実践 に よっ て、一
定の 成果

を得 た とい える 。

　 しか し、当時 の 公立 学校や フ ィ ラ デ ル フ ィ ア

教育委員会に お い て は 、 落第や留年児の 実態把

握や特殊学校 の 開設 ・増設に 重点が 置かれて お

り、個 々 の子 どもた ちの 適切な分類 の 必要性 が

指摘 され る の は1900年代末にな っ て か らで あ っ

た 。 また 、 心理学にお ける統計的 ・数量的評価

へ の過度な依存が あ っ た 革新主義の 時代にあ っ

て 、彼 の 考えや心理 ク リ ニ ッ ク の 実践 は、教育

委員会の 間で も 、 心理学者の 間で も、 高い 評価

を得 た もの で はなか っ た 。

註

1）心理 ク リニ ッ クは1961年に 閉鎖された 。

2 ） 1910年に は児童精神科医 で あ り非行研究 の 開

　拓者で あ っ たW ．ヒ ーリー （William 　Healy　l869−

　1963） に よ っ て 児童相談 ク リニ ッ ク が 開設さ れ

　た （Richards ［1988］ 202）。また 1912年 と1914年

　には、臨床心 理学者の J．E．　W ．ウ ォ
ー

リ ン （亅ohn

　Edward 　Wallace　Wallin　1876−1969）に よ っ て ペ ン

　シ ル ベ ニ ア 州ピ ッ ッ バ ーグ市と ミズ ー
リ州 セ ン

　 トル イス 市に 心 理教育 ク リ ニ ッ ク が 開設 された

　 （0 ’Donnell［1979］12）。

3 ）そ の 理 由 と して 、Thomas （2009） は、ウ ィ ト

　マ ーが優 れた理 論を提唱 しなが らそ れ を体系化

　で きなか っ た こ と、そ して 彼の 理念や活動が 当

　時 の 主流 の要素 と合致 しなか っ た こ とを挙げて

　い る　（Thomas ［2009］ 12）。

4 ）たとえば、単語の 最初 と 最後が省略され た り、

　現在形 と過去形 、複数形 と単数形、副詞 と形容

　詞 の 区別が で きなか っ た （Witmer ［1907a］3）。

5 ） キ ャ ッ テ ル に よ る 人体計測 的精 神 検査 （an −

　thropometric 　menta ！testing） と個人 差 の 概念 は、

　ウ ィ トマ ーに強 い 影響 を与えた （Baker ［1988］

　119；Fagan　［1992］　237；Sokal　［1987］　34）。

6 ） マ サチ ュ
ー

セ ッ ツ州で は 、 1919年 の 学校 ク リ

　ニ ッ ク法 に て、学 業が 3年 以上遅 れた子 ど もに

　対する知能検査 と統計調査の 実施、そ して そ う

　 し た 子 ど もが 10人以 上 い る全 て の 市 とタ ウ ン に

　対す る特殊学級の 設置が 規定 さ れ た （Fernald

　 ［1923］　162）。

7 ） そ の 他 に ウ ィ トマ ーは 、母国語 と し て 言語 を

　習得 す るには 14歳 で は遅す ぎ、よ り早期の 訓練

　が 必 要 で あ っ た こ と、身体的欠陥はそれ 自体が

　脳に 影響を及 ぼ すわ け で はな い が、知 的発達 を

　 阻害す る 恐 れ が あ る こ とも指摘 し た （Witmer

　 ［1907c］　64）D

8 ）1896年か ら1908年 まで の 1年あた りの 来談児数

　が 約35件で あ っ た の に対 し、1909年か ら1931年

　では約412件 で あ っ た （Femberger 匚1931］21）。

9 ） こ の 時期 の 心理学者に よ る検査は 特定 の 機能

　の み を測定する単一
の テ ス トで あ り、標準化 さ

　れ て お らず 、 信頼性や妥当性 を評価 す る方法 も

　 なか っ た。したが っ て 初期の 検査は限定的な適

　用 で あ り、当時 の 教 育 者 の 評 価 は低 か っ た

　（Winzer ［1993］ 266−267）D

10）1907 年の 臨床心 理 学提唱 以 後も 、 心理 ク リ ニ

　 ッ ク に 精神薄弱児 は来談 して い たが 、 基本的に

　は精神薄弱 と診断され た場合 、精神薄弱施設へ

　 の 入所 が推 奨 された。こ うした 対応 は、ウ ィ ト

　マ ーが 最 も関心 の あ る事例 に 、よ り時間 を費や

　すため で あ っ た （Witmer ［1915a］7）。

11） こ れ ら の 検査項 目は、1900年 6 月に 開設 され

　た ク リ ニ ッ ク の 一種で あ る シ カ ゴ 児童研究実験

　室 （child 　study 　laboratory） に お い て も同様に実施

　 され て い た （Loesch ［1902］715）。

12）ホ ール は 、 ア メ リ カ の 心 理 学、と りわ け児

　童 ・青年心理学の 礎石 を築い た パ イ オ ニ ア で あ

　り、 観察 ・
調査 ・測定 ・実験 な ど科学 の 枠組み

　を ア メ リ カ の教育界 に 持 ち込み 、研究結果か ら

　子 どもの 心的内容 を客 観的 に把握 し、学校教育

　の 改 革 を目指 して い た （松岡 匚1982］ 354；菅野

　 ［1988］　53）0

13）ウ ィ トマ ーが カ ム デ ン 市を選 択 した理 由 の ひ

　とつ は 、フ ィ ラ デ ル フ ィ ア 市の よ うな大規模 な

　都市 にお い て は、遅滞児 の 実態把握 と い う課題

　は 、 あ ま りに巨大 で 困難で ある た め 、 最初 に小

　規模な都市にお い て そ れを実施す べ きと考えた

　た め で あ っ た （Witmer ［1910］128）。 ブ ラ イア

　 ン と ウ ィ トマ ーの 間に ど の ような関係 が あ っ た

　か は不明で ある 。

14）実用心理学に つ い て ウ ィ トマ
ー

は後年、「科学

　と呼ばれ る もの の 価値 の最終的な評価は 、 そ の
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20世紀転換期 ア メ リ カ 合衆国公 立学校 に お ける 学業 ・行動 ・健康問題 に 対 す る心 理 学者 の 関与

応用性 で ある」 （Woodward ［1906］833） と い う

1906年 の ア メ リ カ科学振興協会 （American 　Asso −

ciatlon 　fbr　the　Advancement 　of 　Sciencc） で の C，　M ，

ウ ッ ドワ
ー

ド （Calvin　Milton　Woodward 　l837 −

1915）議長の 言葉を引用 し、自分も同種の 理 念

に よ っ て 実用心理 学を提唱 した と 回顧 して い る

（Witmer ［1909bコ121）。
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Historical study  on  the role  of  psychologists in the problem of  deviant children  in the turn  of  the

          20th century  America:  Focusing  on  Lightner Witmer's Psychological Clinic

Ryo YOSHII

  This study  examines  the eclucationa]  experiment  in the Psychological Clinic which  Lightner Witmer

(1867-1956) conducted  in the United States in the turn of  the twentieth century.  Witrner established  his

own  private psychological clinic in the University of  Pennsylvania with  the consultation  ofteachers  at

local public schools  as  a  starting  point for the application  of  psychological principles to educational

problems. At his clinic, he provided individual and  continual  treatment  to children  whose  conditions

were  located between norrnal  and  abnormal,  In this background, there was  his beliefthat the detection

of  the factors in defect and  the reform  ofpublic  schools  became possible by  the  emphasis  on  individu-

ality. The children  received  the treatment  designed based on  individual needs  as  well  as  physical and

environmental  care  by  school  teachers,  physicians, and  parents. Although  the early  practices led the

foundation of  his clinical application  in later time, his principles and  practices did not  receive  high

commendation  first because of  the emphasis  on  quantitative studies  and  statistical methods  at  that

time.

Key words:Lightner  Witmer, Psychological Clinic, deviant children,  the United States
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